
 

 

 
2010 年 5 月 12 日 

～国内最大級のコンテンツプロバイダーが提供するスマートフォン向けサイト開発支援～ 
既存の携帯サイトを、短期間・低コストでスマートフォン対応できる新サービス 

『モバイルコンバート for スマートフォン』登場 
 

株式会社エムティーアイは、企業の携帯サイトの開発・運用支援のために法人向けに提供している、携帯コンテン

ツ自動変換サービス「モバイルコンバート」をスマートフォン向けに機能拡張し、新サービス『モバイルコンバート for 

スマートフォン』として本日から販売を開始します。 

「モバイルコンバート」は、i モード®用の携帯サイトを用意するだけで、すべての携帯電話会社の全機種でサイト表

示を最適化する非常に便利なサービスで、この度スマートフォンにも導入できるようになりました。 

料金面でも低価格プランを設定し、現時点では規模の小さいスマートフォン市場への参入に二の足を踏む企業が

導入を検討しやすくなります。 
 

■今後は、スマートフォンでの最適なサイト表示が不可欠 

携帯サイトは顧客にもっとも身近なビジネスツールとして、多くの企

業が運営するようになりました。 

近頃利用者が急増しているスマートフォンにおいては、通常は PC

サイトが表示されますが、スペースに限りがあり、利用者は画面内で

拡大・移動などを繰り返して閲覧しなければならないため、最適なサ

イト表示が望まれています。 

5 年後、国内のスマートフォンシェアは 30％とも 50％ともいわれ、

Yahoo!、Amazon などの大手サイトでは、既に専用サイトでの運用が

始まっている中、各企業は早急にスマートフォン用のサイトを構築し、

使い勝手を向上させて、顧客を惹きつける必要性が高まっています。 
 

■今はまだスマートフォンに大きな予算は割けない・・・ 

既存の携帯サイトをスマートフォンに対応させるには「技術的な課題」「顧客が満足する使い勝手」「見栄えのいい

デザイン」など、最適に制作するにはどうしたらよいか・・・という開発面だけでなく、｢注目度は高いがまだまだスマート

フォンに PC サイトや携帯サイト並みの予算を割くことが出来ない…｣などの現実的な問題があります。 
 

■スマートフォン向けのサイトが、短期間・低コストで完成できる！ 

本サービスでは、企業が既に運営している携帯サイトを、スマートフォン向けにリデザインし、スマートフォン特有の

タッチパネルの操作性を考慮したページデザインに自動変換します。 

さらに、簡易な設定で、デザインを自由度高くカスタマイズでき、デザイン性の高いスマートフォン専用サイトを短期

間で完成させることができます。 

既存の携帯サイトをスマートフォンに対応できることで、企業は対象マーケットを広げられる上に、コストを最小限に

抑えて導入することが可能となります。 

 
本サービスは、「モバイルコンバート」をスマートフォン市場という新たなマーケットに対応させ、より一層拡販していくこ

とを目的に販売されるもので、コンテンツプロバイダー各社、携帯サイトを運営する事業会社、携帯電話を広告媒体と

して活用する企業を対象に展開し、年内に 50 サイト以上への導入を目指します。 

・現行の携帯サイトを流用するため、新たにサイト開発したり、運用業務を追加する必要がない。 

・企業の手間とコストを最小限に抑えることを前提としたプランニング。 

・導入予算のハードルを低く抑え、気軽に活用できる料金プラン。 

[初期費用 1 サイト 30～50 万円。月額費用 5 万円～（アクセス数に応じた従量課金制）] 



＜「モバイルコンバート」とは＞ 

i モード®向けの携帯サイト（HTML ページ）を用意するだけで docomo のほか、au、SoftBank、WILLCOM、

EMOBILE など、すべての携帯電話の全機種に対して、携帯サイトの表示を自動的に最適化する非常に便利なコン

テンツ変換サービスです。 

国内最大級のコンテンツプロバイダーならではの情報収集力と技術力により実現できる高品質のサービスで、「短

期間・低コスト・システムの安定性・動作保証」を長所とし、日本を代表する多くの企業に利用されています。 

 今まで企業にとって、自社の携帯サイトの構築は時間とコストがかかりハードルが高いものでしたが、本サービスの

提供で、容易にサイト構築ができるため、効率的な開発や安定した運用ができるようになりました。 
 

 
＜本サービスに関するお問い合わせ先＞ 
株式会社エムティーアイ Package Solution 事業部 （小畑・城生） 
TEL：03-5333-6405         FAX：03-5333-6440 
E-mail：ps.info@mti.co.jp   URL：http://www.mobcon.jp 
 
※「i モード®」は株式会社 NTT ドコモの登録商標です。  

※「au」は、KDDI 株式会社の登録商標または商標です。  

※「SoftBank」の名称、ロゴは日本国およびその他の国におけるソフトバンク株式会社の登録商標または商標です。 

 

報道関係の方からのお問い合わせ先 

株式会社エムティーアイ 広報室 

TEL ：03-5333-6323   FAX： 03-3320-0189 

E-mail：mtipr@mti.co.jp  URL：http://www.mti.co.jp 

一般のお客様からのお問い合わせ先 

株式会社エムティーアイ コンタクトセンター 

TEL：03-5333-6499 E-mail：mobile_info@mti.co.jp  

「モバイルコンバート」の特長 ～携帯サイト構築から、テスト・解析まで～ 
 

◆リッチサイトも最適に変換。言語や画像、絵文字だけでなく、XHTML やテーブルタグで作成したサイトもすべ 
て対応。 
 

◆アクセス帯域に上限がないため、セッション制限やアクセス負荷を気にする必要がなく、どんな規模にも対応。

 （システムの増設コストやお客様の作業負担は不要） 
 

◆最古から最新まで、すべての機種の動作確認を当社が行うため、企業側はキャリアや機種ごとの仕様差を考

慮したり、動作確認をする必要がなく、開発・運用に伴う検証の手間を大幅に軽減。 
 
＊ ASP 提供の為、導入企業は新たなサーバを増設しないので、既存システムに影響を与えません。 

＊ 各携帯電話会社の独自システム（会員登録や公式サイトの課金システムなど）にも万全に対応します。 

＊ SSL 対応、セッション管理など、セキュリティ対策も安心です。 

＊ 不具合の原因まで調べる、万全の動作保証でサポートします。（24 時間 365 日の有人監視） 

＊ 一般的なアクセス解析ツールで発生するさまざまな制約を一気に取り払い、詳細なアクセス解析を簡単に 
行える、業界初の解析ソリューション機能をご利用いただけます。（オプションサービス） 
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